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          Studies on  Pleuropneumonia.-Like Organisms in 
             Non-Gonococcal Urethritis in the Male 
 II : Classification of the Strains of Pleuropneumonia-Like Organisms 
           Isolated from Non-Gonococcal Urethritis in the Male 
                             Minoru OSHIMA 
              From the  Thpartmmt of Urology,Osaka Teishin Hospital. 
                          (Director  : H.  Yamamoto, M. D.) 
   The 12 strains of Pleuropneumonia-Like Organisms (PPLO) were examined to determine 
their biological properties ; 10 strains had been isolated from non-gonococcal urethritis in 
the male and 2 strains (07 and 'Campo L') isolated in America. 
   All of 12 strains grew as well on media enriched with rabbit serum as they did on 
horse serum agar. When grown on horse serum agar they did not form film and  spots. 
They grew throughout a semi-solid medium, producing a markedly granular growth. 
   All strains did not produce haemolysis of horse blood agar and did not ferment glucose. 
   All except one  ('Campo L') of the 12 strains produced no local abscesses in mice after 
subcutaneous inoculation. 
   Though serological identification has been made, there seems to be little doubt that all 
except  one('Campo L') of the strains tested are identical with the strains designated by 




呼称される微生物は,広 く自然界,動 物界 を通
じて多数 分離 されている.然 るにその 分類法
は,統 一 されないまま長 ら く未解決 の問題 とし
て残 されているが,近 来,人 体特 に男女尿性器
系からの 分離頻度 が とみに 増加 しつつあ り,




多年 の研 究に基い て,其 の分類鑑別に資す るに
足 る一つの系統的検索規準を示 し,つ いで最近
Edward及びFreundt2)(1956)は,新し く
PPLOの 命名及 び分類法 を提唱 した.
著 者は,非 淋菌性尿道炎(NGU)か ら分離 し
たPPLOの10株 につき・,Edwardの規準方式








第1編 記載 のNGUか らのPPLO分 離 株 の 中10株
(OT-11,14,15,16,17,18,lg,110,111,1izと略称)を
選 び,別 にMortonよ りお くられ て きた07株 及 び
Campo株2株 を 対 照 とし,計12株 を供 試 した.
2)使 用培 地
次 の処 方 を もつ 固 形,流 動寒 天 及 び 液体 の3種 の培
地 を 用に 応 じて使 用 した.之 らは 何 れ も混 和 溶解 し,
pH7.8に補正,炉 紙 に て 数 回源 過 後,15分 間高 圧 滅
菌 し,20%に 馬血 清 或は 家 兎 血 清を 加 え る.但 し固 形
及 び流 動培 地 で は,寒 天 末 を蒸 溜 水,其 他 成 分を 牛 心
肉水 に て溶 解 し,別 々に1戸過 後 混和 す る.
(PPLO用一固形培地)(一流動培地)(一液体培地)








5.Og同 左 同 左
500.ml
500.m1
20.Og… … …1.5g… … …Og











































































































































































































































































































































































































































































































のG株)株 を加 えた,多 数 のPleuropneumo-
nia-LikeOrganisms(PPLO)株につ き微生
物学的研究 を行 い,人 尿性器 分離株は略7〈3型
に区別されると報告 した.彼 らは,先 ず血 清学
的に互に相異な る3型 を区別 したが,之 らは培
養並に生化学的性状 に於 ても夫汝違つた特 徴を
もつことを知 つた.従 つて,諸 種 の培養及 び生
化学的性状に加 うるにマウスに対 する病原性 に
就き,一 連の系統的検索を行 うな らば,比 較的
容易にPPLO分 離株 の鑑別 も可能 で あろ うと
指示した.彼 らの判定規準 を列挙すれば次 の如
くである.
1)血 清 を含 まない培地上 の発育の有無.
2)馬 血 清加固形培地 に於 けるfilmand
spots形成 の有無.
3)家 兎血 清加固形培地 の発育状態.
4)流 動 寒天培地に於 ける発育状態.








第8表 に示 した著者 の実験では,分 離株 の総
ては血清を含 まない培地 に発育 せず,馬 血 清培
地に於 てfilmandspots形成を認 めず,家 兎
血清培地の発育は良好 であ る,流 動 寒天培地 に
於 て,穿 刺線 の全層にわた り微細顯粒状 の発育
を示 し,叉 溶血現 象 もぶ どう糖加培地に於 ける
酸 形成 も認 めなかつた.更 にマウ スの足跣皮下
接種に よる膿瘍形 成をみた ものはない 対照の
Campo株は,培 養 及び 生化学的性状 に於 て
NGU分 離株 と同一で あるが,マ ウスの皮下接
種後7日 目に局所膿瘍発生 を認 めた.
即 ち,著 者 の実験 分離株 は総 てEdwardの











び肛 門か ら計91株のPPLOを 分離 したが,1
株 を除 く他 は尽 くHumanType1に して,少
くとも性器株 と肛門株は血清学的,生 物学 的性
状 の観点から同一Speciesに属 することを結論
した.1株 のみType3に 類似 するが,之 は
NGUの 既往症 を有 し,検 査侍 には健 康 と推 わ




NGU1,潜 在性NGU2,正 常 尿道2の 割 合で
あ る.
第1編 に述 べた如 く,其 の分離成績か らPP-
LOのNGUに 於 ける病原的意義 を疑問視 した
EdwardD4}らは,分 離株 の殆ん どがマウスに
病原性を もたないM.hominisType1に属す
る ことを 明らかに し,本 微生物は尿性器 に於け
る雑菌 的共生体 に過 ぎない ことを確信 するに到
つた.又NGUに 比 し正常尿道か らの分離 頻度
が著 しく高い と言 うFreundt3)は,分離株の
大半がM.hominisType1に,一 部M.
fermentansに属す ることを実証 した,然 も
M.fermentansの分離頻度がNGU,正 常尿
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道の両方 に同率であることか ら,PPLOは 正常
尿道に通常 みられ る雑菌叢 の一部をなすものと
結論 した.
著者 の得 たNGUか らのPPLO分 離頻度は
正常尿道 に比 し高 く,百 分率に於 て統計的に有
意義な る差異 を認めた.然 して供試 したNGU
分離株 は総 てEdward,Freundtの言 うよう
に,M.hominisType1に 属す ることは明
白で ある.併 し著者 の実験株は何 れもNGUよ
り分離 されたものの一部 に限 られ,正 常尿道 よ
りの分離株 を含む其他 に就 ては実験 を行 つてい
ない.従 つて本実験成績に基 き,「PPLOが 尿
性器に於 ける雑菌 的共生体で ある.」 とのFr-
eundtらの見解 を検討する のは,妥 当でないと
考 えられ る.
結 論
NGUか ら分離 したPPLO株 に就 き,次 の
如 き培養及び生 化学的性 状試験を行 うと共に,
マウス皮下接種 実験 を行 つた.
1)総 て血清を含 まない培地 に発育 しない
2)馬 血清培地 にfilmandspotsを形成 し
ない.
3)家 兎血清培地 の発育は総 て良好 である.
4)流 動寒天培地 に於 て全体 に普 く微細穎粒
状の発育を示す
5)総 て溶 血現象 を呈 しない.
6)ぶ どう糖加培地 に於 て酸 を形成 しない.
7)マ ウスの皮下接種 に より膿瘍 を発生 しな
い.
以上 の実験 成績 に より供試株 の総 ては,
EdwardによるHumanType1に 属するも
の と認定 され る.
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